
ON THE EDGE OF

ACCULTURATING LUXURY.

ラグジュアリービジネスに

「アート」と「持続性」が必要な理由

フランソワ=アンリ・ピノー ケリンググループ会轍cEO

グッチ、サンローラン、ポッテかヴ工ネタなど多くのラグジュアリーブランドを椀するケリンググループは、

伝統や職人の手技に重きを置きつつも、ミレニアル世代のエモーションに訴える創造性に富んだせ界観を桶築することで、

支持を得てきた。ピノー会長兼CEOがその思いと今後の展望を頗る。

text by Kaori Nakano hdl- by mycko Aklyoma

中野置頓=文 秋山部二億薮

パリ、セーブル通り40番地に歴史の厚

みを感じさせる美しい建物がある。 i634

年から2000年まで「ラ工ネック病院」と

して使われてきた歴史的建造物に登録さ

れるこの建物が、構想・建築あわせてiO

年に及ぶリノベーションを経て、 20i6年、

ゲノングおよびバレンシアガ本社の新社屋

として生まれ変わった。

9月の「ヨーロッパ文化遺産の日」に

合わせ、公開されたゲノング本社を訪れ

た。玉砂利が敷き詰められた前庭を通っ

て、ルイI3世の治世下に造られた壮麗な

チャペルに入ると、現代アートの数々、そ

してバレンシアガのアーカイブ作品が迎え

てくれる。中庭には治癒効果のあるハープ

が植えられ、風とともによい香りが漂って

くる。オフィス棟に入ると、最先端のテク

ノロジーを装備した機能的なワークスぺ-

スが広がる。その中にも植物やアートがち

りばめられており、隣にいる人と作品につ

いて何か話をしたくなったりする。

ここは歴史遺産と自然、現代アート、そ

してテクノロジーが融け合った、昆先端の

社屋なのである。地元住民にも公開され、

称質されたこのリノベーションを実現させ

たのは、ケリングを率いるフランソワこアン

リ・ピノー会長である。

ゲノンクとは、グッチ、サンローラン、

ポッテガ・ヴ工ネタ、バレンシアガなどi2

ほどのブランドを傘下にもつ世界的ラグジ

ュアリ〇 ・グループである。 20i8年上半

期の決算において、ゲノングは前年同期

比53.i%増のI8億ユーロと過去最高の

営業利益を記録した。勢いがあるのは数

字だけではない。傘下のブランドは大胆

不敵なグノ工イションによって流行発信源

として話題を振りまいている。

ラグジュアリービジネスの世界を描き換

えるプレイヤーとして、また、アートやサ

ステナビノティを経営と-体化させている

先進的企業のCEOとして、フランソワ=

アンi) ・ピノー会長に、話を聞いた。

進化するラグジュアリー

近年、モード都市の情景が大きく変わ

っている。グッチが導く「クッキー」風な

趣味の流行もそのひとつだ。クッキーと

は、少しまちがえると野暮で悪趣味すれ

すれ、でもそこがたまらなく魅力的という、

about KERING

LVMHやりシュモンと並び、 t!界最大のラグジュアリ

ーグループのひとつであるゲノンク。ピノーグループ

としてi963年(こ創業以来、 91年パリの老舗百貨店

プランタンを貝取したことを機lこファッション、レザ

ーグッズ、ジュエリー、ウオッチのカテゴi)-1こおけ

るグローバルiノ-ダーとして成長。グッチを中心にラ

グシュアI)-ブラン料こ特化したポートフォリオをもつ。

QUcCI

グッチ

2i年に伊フィレンツェで創業され

た、バッグ、靴などのレザーグッ

ズをはじめ、服、ジュエリー、時計、

香水などを幅広く手かける包括的

ファッションブランド。現在のグノ

エイティナ・ディレクターはアレッ

サンドロ・ミケーレ。

SAINT LAURENT

サンローラン

20せ紀のモードを牽引し続けた仏

人デザイナー、イヴ・サンローラ

ンが6)年lこ設立。創業以来、フ

ァッション界のみならず社会文化

のトレンドIこ大きな影番を与えてき

た。現在のクリエイティブ・ディ

レクターはアンソニー・ヴァガレロ。

BO題でEoA VEⅣETA

ポッテガ・ヴェネタ

66年、伊ヴェネトで創業ざれたフ

ァッションブランド。熱線した職

人技によって上質なレザーを編む

イントレチャートはブランドのアイ

コンとして人気。今年7月に新グノ

工イティプ・ディレクター、ダニ

エル・リーを迎えた。
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近年熱い支持を得るフア、ソション表現であ

る。またバレンシアガが先導する、ロゴを

巨大化して強調する流行も都市の風景を

変えた。こうした流行を見ると、ラグジュ

アリ葛の定義がもはや数年前と同じではな

いと感じるが、グッチやバレンシアガを率

いるグループのトップとして、ピノー会長

はラグジュアリーをどのように捉えている

のだろうか?

「ラグジュアリーという概念を4年ほど前

から変革しました。市場が変わっているの

です。 25歳から35歳の人口が2倍になっ

ています。 5-6年前には、伝統や職人技

という要素がラグジュアリ-にとって重要

でしたが、現在ではそれらは当然のもので

あり、それだけでは不十分。現代のお客

様は十分洗練されており、ブランド店報な

らば豊富に持っています。そんな彼らにと

って重要なのは、何よりも感情に訴える創

造的な表現なのです」とピノー会長は穏

やかな口調で語る。

感情に訴えるためには本物のグ)工イチ

イヴィティが必要になる。そう考えたピノ

ー会長は、 「勇気あるグ)エイテイヴィティ」

を目指すことにした。 「グ)工イティナ・リ

スクをとる」、すなわち、 「全員を満足させ

ようとせず、リスクをとり、 -部のお客様

BALENC重AGA

バレンシアカ

ケノストパルiバレンシアガにより

は年にスペインで創業。 37年(こ

パリにメソンをオープンして以来、

常に優美であI)ながら革新的なコ

レクションを発表している。現在

のアーティスティック・ディレクタ

ーはデムナ・ヴァザリア。

ALEXANDER

ⅢoQUEEN

アレキサンダーiマックイーン

92年にロンドンでスタートしたファ

ッションブランド。 20IO年(こマッ

クイーン白身が急逝するも、サラ・

パートンがそのコンセプチュアル

な創造性を継承。英国キャサリン

妃のウエディングドレスを製作し

たことでも知られる。

B職重く)ⅣI

プリオー二

45年、ローマで誕生したデーラリ

ングメゾン。 〇着に6,000以上と

いうステッチが手作業で臆される

スーツはエグゼクティブから支持

されており、映画007 「カジノ ロ

ワイヤル」でダニエル・クレイク

が適用したことでも知られている。

BOUCHERON

ブシュロン

i 858年にパリで創業されたプシュ

ロンは、高級宝飾店が軒を連ね

るヴァンドーム広渇にブティック

を備えた最初のハイジュエラー。

カラーとテクスチャーの異なる4色

のゴールドを連ねたリング「キャ

トル」は代表作。

POMELLATO

ポメラート

67年、ミラノで創業されたポメラ

ートは宝飾界で初めてプレタポル

テ(既成服)の定議を取り入れた

ジュエラー。現代的なデザインで

カラーストーンやゴールドを多用

し、 「ニュープレシャス」という新

しいラグジュアリーの定義を確立。
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大胆なグノ工イティウイティの発信
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上から、パリで発表されたバレンシアガ20I8

ウインターコレクション、同サンローラン20i8

秋冬コレクション、ミラノで発表されたグッチ

20I8秋冬コレクション。まな 今年9月には

ダッチ青山フラッグシップショップを総面積

iOOOn高二およびフルリノベーションしたことも

詑憶(こ新しい。

を失っても本物の創造性を表現すること」

である。ファッションにアートの要素を取

り入れることと言っても過言ではない。

こうした意志のもと、自らの創造的な

世界をもっている人材を起用していこうと、

まずは20i2年、サンローランにアーティ

スティック・ディレクターを起用した。既

製服だけではなく、ロゴや広告、店舗の

デザイン、ブランド名にいたるまですべ

てがディレクターの世界観で統-された。

大胆な世界観の変容は賛否両論を巻き起

こしながら話題となり、結果としてビジネ

スは成功を収めた。

この成功を受けて、 20I5年、グッチ

のグノ工イティナ・ディレクターとしてア

レツサンドロ・ミケーレを起用した。彼が

展開する独特の世界観は年々濃度を増し、

20i8年秋冬コレクションのショウではモ

デルが生首にも見える自分の顔の複製を

アクセサリーとして持ち、ランウェイを歩

いた。

では、ピノー会長がラグジュアリーの概

念を変革しようと決めた20i2年には何が

起きたのか?ソーシャルメディアが本格

的に始動したことも無関係ではないだろう。

スマートフォンの画面のなかで、より人の

目を引くファッションが求められるようにな

った。巨大ロゴやクッキー的なスタイルは、

強い印象を与える。その結果、多くの承

認を得られるならば、感情ないし自己表現

欲は大きな満足を得ることになる。それに

しても、かくも大きくブランドの世界観が

変わってしまうと、ブランドの伝統や-貫

性を損ねることにはならないのだろうか?

「私はブランドのDNAという言葉は好き

ではありません。 DNAは変わらないもので

すが、ブランドではそのメゾンが持つ歴史

の中のヘリテージやシンボルに自らの世界

をもつグノ工イクーが融合することによっ

て、新しいものが生まれるのです」

ブランドはグ)工イチイプ・リスクを

とり、そのヘリテージやシンボルの再解

釈を行いながら、 -貰性のあるラディカ

ルで創造的な進化を遂げるというわけ

である。ケリングの全社員の名刺には、

Empowering lmaginationと印刷され

ている。 「イマジネーションをその先へ」。

限界を超えて進むためには、想像力を大

胆に働かせ、時代を見越した創造を続け

ることが不可欠なのだ、というメッセージ

として受け取った。

アートとは、アイデアの表現である

近年のゲノング傘下のブランドの成功

の要因のひとつは、アートの要素を取り

入れてきたことにあることがわかった。こ

こでぜひ聞きたいのかビジネスとアートの

問題である。いち早くアートを経営に取り

入れてきた企業のCEOとして、経営者は

どのようにアートと関わっていけばよいの

だろうか。

「私はアートを広い意味でとらえています。

DODO

ドド

94年Iこスタートしたシュエラー、

ドドのコンセプトは「Iグラムのゴ

ールド」。動物や星座、星やハー

トモチーフなど愛らしいフォルムの

ゴールドチャームは老若男女問わ

ず、あらゆるシーンやオケージョ

ンで使えると好評。

QE E重IN

キーリン

デザイナー、デニス・チャンによ

って04年(こ創業されたジュエリー

ブランド。中国の感性やモチーフ

に現代的なツイストを加えたグ)

工イションはカルチャーシーンで

も人気。ブランド名は中国の伝説

の動物、膜励(こ由来。

U重Y容sE NARDIⅣ

エリスiナルタン

i846年、スイスで創柴したウォッ

チメーカー。高椿度なムーブメン

トを自社で製作するマ二ュフアク

チュールとして、卓越した技術と、

シリシウムなど厩先勝素材を組み

合わせた先鋭的ものづくりで、ウ

オッチ業界に革新をもたらす。

OIRARD-PERREGAUX

シラール・ベルゴ

スイスのラiショー=ド=フォンを

拠点とし、 i79〇年に創業した老

舗ウオッチメーカー。オリジナル

ムーブメントの開発・製造から販

売まで-貫して行う、スイスでも

赦少ないマ二ュフアクチュールの

ひとってある。

RER重NO EYEWEAR

ケリングアイウエア

20i4年ケリングはインハウスでア

イウェア分野の専門機能を備える

という戦略的な取り組みを立ち上

げた。アイウェアカテゴリ-の成

長性に注目し、生産、マーケテイ

ング、セールスなどすべてを統括

する。
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例えば、活動する地元のコミュニティでの

文化的な環境。その文化的環境に対して

企業は責任を負うと考え、積極的に関わ

っていくのです」

その考え方は、まさしく、歴史的に価値

のある建物を保護し、リノベートして使い

続けるというゲノングの姿勢に反映されて

いる。そこに働くものにとっては、歴史遺

産やアートに近いところに身をおくことによ

って、そこからインスピレーションを得るこ

とが増えるし、コミュニケーションも生ま

れやすくなる。

「アートとは、アイデアの表現方法なので

す」とピノー会長は続ける。 「アイデアと

は業種を問わず 企業にとって量も重要

なものです。メーカーであれば、なぜそ

れを作ろうと思ったのかという意図のこと。

製品の裏にあるアイデアこそが重要で、そ

の表現方法こそが、アートなのです」

ちなみに、チャペルで公開された古代・

現代のアートのなかに、中世の恋愛物語

「アベラールと工ロイーズ」が実在したこ

とを示す聖遺物箱があった。箱に保管さ

れていたのは、主人公たちの骨の-部で

ある。この国宝的遺物

は、ケリングの支援に

より、パリにある国立

高等美術学校コレクシ

ョンの仲間入りを果た

すことになる。

このように「アート

と文化、歴史を保護し、

その成果を周囲の人々に還元することは企

業の務めの-部」とピノー氏は語る。 「ジ

工ネラス・キャピタリズム(気前よき資本

主義)」によって、周囲の文化的な環境に

貢献し、ひるがえって自社も恩恵を受ける。

そのような資本主義こそがこれからの時代

に生き残ることができるのた、と。

ラグジュアリーとは持続性そのもの

歴史的価値のある環境を保護し、その

環境から恩恵を受けるという姿勢は、ケリ

ングが社是としている持続可能性(サステ

ナビノティ)ともつながってくるわけである

が、ここで、私のファッション史の研究者

としての疑問が持ち上がる。モードのサイ

クルは古いものを捨てさせ、最新のものを

買わせるという、いわば反"持続性のサイ

クルで回ってきた。このサイクルがあるか

ぎり、モードと持続可能性の両立は難しい

ように感じるのだが、その点をどのように

考えているのだろうか? ピノー会長は創

造性と企業文化という、ふたつの側面から

持続可能性について答えてくれた。

「まず、コレクションに関してですが、他

のブランドでは確かにシーズンごとに全く

新しいストーリーが提供されますね。しか

し、ゲノンクでは、顧客にもっと長期的な、

グノ工イチイブな旅をしてもらおうと心掛け

ています。コレクションは複数年かけて表

現されるものであって、ひとつのコレクシ

ョンは本の-章のようなものとみなします。

ゆえに、 3年後であっ

てもコレクションは有効

となり、持続性が保た

れるわけです」

モードと持続可能性

の矛盾を解決する、な

んという知的な発想な

のだろうか。

「また、サステナビiノティは企業文化その

ものとなっています。企業は、自ら身を置

く環境、コミュティとつながっていなくて

はなりません。そしてサステナビiノティは、

品質の新しい定義であり、ラグジュアリー

とは不可分です。これは、完璧なものに

近づくことに貢献する要素であって、対立

ケリンクとアートの親密なる関係性

歴史的な遺産を公開するヨーロッパ文化

遺産の日に、中世のエロイーズとアベラ

ールの遺骨が収められた聖遺物箱を展示。

歴史的建築物と現在アートとの対話を図

るゲノングらしいエキシビションとなった。

この聖遺物箱はのろに国立高等美術学校

(仏)へ寄付され、社会貢献としての責

務も果たしている。

するものではありません」

ケリングという言葉は、グループのビジ

ネスの発祥の地、ブルターニュ地方で家

や健康を意味する単語に現在進行形の

ingを合わせた造語である。 Caring (関

心をもって大切に扱う)という意味もかけ

ている。社員、顧客、地球環境を持続的

に大切に扱っていくという意志表明ともと

れる。はたして将来は、どのような会社を

目指すのだろうか?

「世界で最も影響力のあるラグジュアリー

グループになりたいですね。リスクをとっ

た創造性を発揮して、その影響力を他の

領域にももたらしていきたい。また、持続

可能性の模範例となり、ゾノユーションを

揖保していきたい。このふたつの責任を果

たすことによって財務的な成功がもたらさ

れるのか理想です」 e

中野香農③服飾史家として研究i執筆i

講演のほか企業の顧問教授を務める。

ケンブリッジ大学客員研究員、明治大学

常任教授を歴任。日本経済新聞i読売

新聞はじめ多媒体で連載記事を執筆中。
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